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江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

幼
稚
園
は
夏
休

み
に
入
り
、
い

つ
も
賑
や
か
な

園
庭
が
静
ま
り

返
っ
て
い
る
▼

１
９
５
１
年

（
昭
和
26
年
）

に
江
東
ブ
ラ
ン

チ
が
開
館
し
、
幼
稚
園
の
前

身
で
あ
る
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

育
心
保
育
園
」
が
歩
み
始
め

た
。
１
９
８
０
年
に
は
学
校

法
人
を
設
立
し
、
認
可
幼
稚

園
と
な
っ
た
▼
当
園
は
今
も

給
食
が
な
く
お
弁
当
持
参
。

園
バ
ス
も
な
い
。
子
ど
も
の

好
き
な
お
弁
当
を
作
り
、
子

ど
も
と
一
緒
に
自
転
車
や
徒

歩
で
登
園
す
る
。
幼
児
期
に

愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
ぎ
、
親

子
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
保
護
者
も
行

事
で
の
役
割
を
担
い
、
保
護

者
同
士
も
強
い
絆
で
結
ば
れ

て
ほ
し
い
。
こ
ん
な
、
今
の

時
代
に
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な

伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
を
、
様

々
な
思
い
と
使
命
感
を
持
っ

て
継
承
し
て
い
る
▼
創
立
か

ら
ま
も
な
く
70
周
年
。
い
つ

の
時
代
も
変
わ
ら
ず
に
、
保

護
者
、
教
諭
、
ス
タ
ッ
フ
が

顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く

り
、
日
々
子
ど
も
の
成
長
を

見
守
っ
て
き
た
。
卒
園
後
も

脈
々
と
続
く
こ
の
つ
な
が
り

は
、
地
域
の
中
に
確
か
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る

▼
高
齢
化
が
進
む
街
。
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に
伴
い

新
し
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
流
入

す
る
街
。
地
域
の
諸
課
題
に

対
し
て
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
取
り
組
み
、

共
に
未
来
あ
る
街
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
学
校
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

統
括

草
分
俊
一
）

赤 三角

2019年

公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
は
６
月
21
日
の
「
定
時

評
議
員
会
」
で
、
理
事
・
監

事
・
評
議
員
の
改
選
を
行
な

い
ま
し
た
。
今
期
は
４
年
に

一
度
の
評
議
員
改
選
の
年
で

あ
り
、
ま
た
定
年
に
よ
る
退

①
文
教
大
学
人
間
科
学
部
准
教

授
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

客
員
研
究
員

②

③
野
尻
キ
ャ

ン
プ
リ
ー
ダ
ー
Ｏ
Ｂ
、
日
本
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
同
盟
常
議
員
・
評
議
員
他

青
山

鉄
兵

あ

お

や

ま
　

て
っ
ぺ
い

北京から90人 山中湖でキャンプ満喫

▼
評
議
員
会
は
、
事
業
内
容
や
予
算
な
ど
法
人
全
般
に

か
か
る
決
議
権
を
も
つ
、
い
わ
ば
最
高
決
議
機
関
。
理

事
・
監
事
も
評
議
員
会
が
選
任
す
る
。

▼
理
事
会
は
、
業
務
執
行
に
つ
い
て
の
決
定
権
の
ほ

か
、
代
表
理
事
等
の
選
任
や
解
職
の
決
定
権
を
も
つ
。

理
事
の
任
期
は
２
年
、
評
議
員
は
４
年
。
再
任
は
妨
げ

な
い
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

①
②

③
会
員
部
運
営
委
員
・
東
京
た
ん

ぽ
ぽ
Ｙ
サ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ブ

小
原

史
奈
子

お

は

ら

　

し

な

こ

①
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟

職
員

②
日
本
基
督
教
団
紅
葉
坂
教
会

③
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
元
職
員

上
條

直
美

か

み

じ

ょ

う
　

な
お
み

①
特
別
区
職
員
労
働
組
合
連
合
会

（
特
区
連
）

組
織
担
当
部
長

②
カ
ト
リ
ッ
ク
高
円
寺
教
会

③
東
北
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
渓
水
寮
出

身
、
会
員
部
運
営
委
員

東
矢

高
明

と

う

や

　

た

か

あ

き

①
一
般
社
団
法
人
ロ
ー
タ
リ
ー
の

友
事
務
所

所
長

②
日
本
基
督
教
団
藤
沢
教
会

③
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
元
主
事

渡
辺

誠
二

わ

た

な

べ

　

せ

い

じ

①
社
会
保
険
労
務
士
法
人

礎

代
表
社
員

②
日
本
ホ
ー
リ
ネ
ス

教
団

東
京
聖
書
学
院
教
会

③
賛
助
会
員

小
町

正
人

こ

ま

ち

ま

さ

と

①
社
会
福
祉
法
人
賛
育
会

常
務

理
事

②
日
本
基
督
教
団
東
京
池
袋
教
会

③
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
元
主
事

中
村

基
信

な

か

む

ら
　

も
と
の
ぶ

①
株
式
会
社
恵
愛

②
日
本
基
督
教
団
行
人
坂
教
会

③
山
手
学
舎
出
身
、
山
手
学
舎
運

営
委
員
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
員
長

藏
知

浩

く

ら

ち

ひ
ろ
し

①
公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
事
業
部
統
括

②
聖
公
会
石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

③
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員

秋
田

正
人

あ

き

た

ま

さ

と

①U
i
P
a
t
h
J
a
p
a
n

C
E
O

②
日
本
基
督
教
団
霊
南
坂
教
会

③
山
手
学
舎
出
身
、
山
手
学
舎
運

営
委
員

長
谷
川

康
一

は

せ

が

わ

　

こ

う

い

ち

①
公
益
財
団
法
人
早
稲
田
奉
仕
園

理
事
、
総
務
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー

②
日
本
基
督
教
団
四
街
道
教

会

③
元
千
葉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日
本
語

講
師

西
川

嗣
夫

に

し

か

わ

　

つ

ぐ

お

第4回となる「北京―東京ＹＭＣＡパートナーシップ

国際キャンプ」が7月22～25日、東京ＹＭＣＡ山中湖セ

ンターで開催され、北京の小学生81人と引率者計91人

が来日。にほんご学院と流通経済大学の留学生および社

会体育・保育専門学校生がリーダーをつとめ、富士山散

策、野外料理、カヌーなど数々のプログラムを楽しみま

した。北京では日本のようなキャンプが開催されていな

いこともあり、この数年で「東京ＹＭＣＡのキャンプは

楽しい」と評判が広まっているらしく、今年は過去最多

の参加者数となりました。みんなが覚えた「ロックマイ

ソウル」の声も日に日に大きくなり、キャンプの終わり

にはみんなで歌い、国の違いを乗り越えて一つのファミ

リーとなることができました。このような楽しい交流活

動を通じて草の根の平和運動を推進できることを願って

います。

（山中湖センター 佐久間眞人）

【
理
事
】
（
8
名
）

飯

靖
子

神
保

正
男

三
谷

高
康

藏
知

浩
＊

菅
谷

淳
（
代
表
理
事
）

秋
田
正
人（
業
務
執
行
理
事
）
＊

山
添

仰
（
業
務
執
行
理
事
）

星
野
太
郎
（
業
務
執
行
理
事
）

【
監
事
】
（
2
名
）

小
町

正
人
＊

進
藤

重
光

【
評
議
員
】
（
17
名
）

青
山

鉄
兵
＊

伊
藤

幾
夫

上
田

晶
平

尾
崎

久
美
子

小
原

史
奈
子
＊

上
條

直
美
＊

古
賀

博
（
会
長
）

東
矢

高
明
＊

中
内

俊
一
郎

中
村

基
信
＊

西
川

嗣
夫
＊

長
谷
川

康
一
＊

林

正
人

松
下

欽
三

桃
井

明
男

湯
浅

慶

渡
辺

誠
二
＊

◇
以
下
は
退
任
者
◇

宮
内
友
彌
（
理
事
）

若
槻
史
郎
（
理
事
）

並
木
信
一
（
監
事
）

上
原
靖
弘
（
評
議
員
）

小
原
武
夫
（
評
議
員
）

勝
田
正
佳
（
評
議
員
）

久
保
田
貞
視
（
評
議
員
）

田
中
壽
夫
（
評
議
員
）

山
崎
美
貴
子
（
評
議
員
）

山
本

和
（
評
議
員
）

役
員
改
選

新
任
多
数

任
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

11
人
の
新
任
者
を
選
出
す
る

な
ど
大
幅
な
改
選
と
な
り
ま

し
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
意
思
決

定
を
担
う
方
々
で
す
。
新
任

者
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
理

事
】

【
業
務
執
行
理
事
】

【
監

事
】

【
評
議
員
】

新
任
役
員
等
紹
介

①
職
業
②
所
属
教
会

③
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係

役
員
一
覧

公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

＊
印
は
新
任

公
益
財
団
法
人

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
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先
日
の
東
雲
第
三
学
童
ク

ラ
ブ
で
の
こ
と
。
２
年
生
の

男
の
子
が
、
「
先
生
と
結
婚

式
や
り
た
い
！
」
と
提
案
し

て
く
れ
ま
し
た
。
「
い
い

よ
。
き
ち
ん
と
準
備
し
て

ね
」
と
伝
え
た
途
端
、
周
り

の
子
ど
も
た
ち
が
慌
て
始
め

ま
し
た
。
「
え
っ
？

結
婚

式
や
る
の
？

じ
ゃ
あ
花
嫁

さ
ん
は
こ
れ
持
っ
て
」
と
、

公
園
で
摘
ん
で
き
た
花
の
ブ

ー
ケ
が
私
に
手
渡
さ
れ
、
ピ

ン
ク
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
作
っ

た
ド
レ
ス
を
着
せ
て
も
ら

い
、
お
も
ち
ゃ
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
ま
で
着
け
て
く
れ
ま
し

た
。
「
指
輪
を
作
る
か
ら
、

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
と
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
が
欲
し

い
」
と
、
み
ん
な
で
材
料
を

調
達
し
、
結
婚
式
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
す
。
い
よ
い

よ
結
婚
式
が
始
ま
る
と
、

「
世
界
一
幸
せ
に
し
ま
す

！
」
な
ん
て
、
半
世
紀
近
く

生
き
て
き
た
私
も
頂
戴
し
た

こ
と
の
な
い
素
晴
ら
し
い
言

葉
ま
で
飛
び
出
し
て
き
て
、

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
と
大
き

な
拍
手
で
祝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
最
前
列
の
子
は
、
「
感

動
し
た
！
」
と
、
泣
き
真
似

ま
で
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
第
三
学
童
ク

ラ
ブ
で
は
『
や
り
た
い
！
』

と
提
案
し
た
こ
と
を
戸
惑
う

こ
と
な
く
実
行
に
移
す
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
代
々
自

由
な
雰
囲
気
が
継
承
さ
れ
て

き
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
誰
か
の
『
や
り
た

い
』
も
認
め
、
受
け
入
れ
、

み
ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
ま

す
。も

し
も
世
界
中
が
こ
の
子

ど
も
た
ち
の
よ
う
に
、
お
互

い
の
や
り
た
い
こ
と
、
表
現

し
た
い
こ
と
を
認
め
合
い
、

応
援
す
る
社
会
に
な
っ
た

ら
、
世
界
は
も
っ
と
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
私
は
願
い
ま
す
。

い
つ
か
東
雲
第
三
学
童
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
こ

を
飛
び
立
ち
、
東
雲
で
、
日

本
で
、
世
界
で
お
互
い
を
認

め
合
え
る
社
会
を
実
現
し
て

く
れ
る
こ
と
を
。
羽
ば
た
け

〝第
三
っ
子〟
！
！

東
雲
第
三
学
童
ク
ラ
ブ

主
任

鈴
木

真
理
子

羽
ば
た
け
、

〝
第
三
っ
子〟

子育てコラム

足
か
け
2
年
の
準
備
と
多

く
の
期
待
を
受
け
て
７
月
１

日
、
世
田
谷
区
船
橋
に
認
可

６
月
29
日
に
行
な
っ
た
開

所
式
に
は
、
世
田
谷
区
長
の

保
坂
展
人
さ
ん
始
め
近
隣
保

育
園
の
園
長
先
生
な
ど
が
訪

れ
、
た
く
さ
ん
の
期
待
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
定
員
79
人
の
う
ち
７
月

か
ら
は
0
歳
児
7
人
、
1
歳

児
10
人
、
2
歳
児
9
人
、
3

歳
と
5
歳
児
各
１
人
の
計
28

人
の
園
児
を
迎
え
て
保
育
を

ス
タ
ー
ト
。
各
ク
ラ
ス
と

も
、
園
児
（
保
護
者
）
と
保

育
者
と
の
関
係
作
り
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

保
育
者
の
顔
を
じ
っ
と
見

つ
め
て
満
面
の
笑
顔
を
振
り

ま
い
て
く
れ
る
０
歳
児
は
、

時
に
は
思
い
っ
き
り
泣
い
て

自
己
主
張
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ミ
ル
ク
が
欲
し
い

の
か
、
オ
ム
ツ
を
取
り
換
え

て
ほ
し
い
の
か
、
そ
れ
と
も

眠
た
い
の
か
？

保
育
者
は

そ
の
主
張
内
容
を
く
み
と
る

の
に
懸
命
で
す
。

自
分
の
意
思
を
明
確
に
主

張
し
始
め
る
１
歳
児
は
、
好

き
な
絵
本
を
取
り
出
し
て
保

育
者
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
促

し
た
り
、
お
も
ち
ゃ
の
取
り

合
い
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
願
い
が
達
成
さ
れ
た

日米の中高生が交流＆ディスカッションをする機会を作りたいと、全国

ＹＭＣＡ英語教育担当者会の企画で7月13から15日の3日間、「YMCA

International Youth Camp in 山中湖」が東京ＹＭＣＡ山中湖センタ

ーで行われた。

来日したのは米国マサチューセッツ州のBecket Chimney Corners Ｙ

ＭＣＡの高校生15人。これまでも毎年7月に1カ月間、とちぎＹＭＣＡで

ボランティア活動などの研修を行っており、今年は期間中に日本の中高生

との交流をしたいと、初のキャンプを企画した。主催は日本ＹＭＣＡ同

盟。東京ＹＭＣＡが主管となり、とちぎ、横浜、埼玉のスタッフ・リーダ

ーの協力も得て行われた。

日本側の参加対象者は「英検準2級以上」とし、キャンプアクティビテ

ィーとディスカッションを交互に行ないながら、相互理解を深めていく形

とした。初日はチームビルディングのゲーム、ハイキングの後、「仲間作

りについて」についての話し合いを行った。「人は何をもって仲間と感

じ、つながろうとするのか」。言葉、文化、人種、見かけなど様々な理由

があるが、違っていると思っていても実は共通していたり、違いを認め合

うことで世界が広がっていくことを学んだ。

２日目は国連の「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を見据えて、世界

の食糧問題を理解し、自分たちができることについて話し合った。午後は

カヌーや湖畔での交流プログラムを楽しんだ。キャンプファイヤーは雨の

ため、室内でのプログラムに変更したが、日米混合の４グループに分かれ

て、スタンツや歌を披露しあった。最終日は、個人的に、世界的に、文化

的に、自分が今後何ができるかを考え、紙に書いて貼り出し、共有した。

短い期間ではあったが、ＹＭＣＡのネットワークとキャンプのノウハウ

を活かした新しい中高生プログラムが生まれたことは嬉しい限りである。

（国際部統括 松本数実）

英語上級者対象 世界や自分を語り合う

日米高校生 交流キャンプ＠山中湖

総
主
事
カ
フ
ェ
に
よ
う
こ
そ
。

突
然
で
す
が
皆
さ
ん
、
「
悩

み
」
が
あ
り
ま
す
か
。
恋
愛
や
結

婚
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
家
庭

の
こ
と
、
人
間
関
係
や
将
来
の
こ

と
な
ど
、
大
な
り
小
な
り
誰
に
で

も
悩
み
は
あ
り
ま
す
ね
。
さ
て
そ

の
お
悩
み
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
解
消
し
て
い
ま
す
か
。
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
。
お
酒
を
飲
ん
で
ワ
イ

ワ
イ
や
る
。
何
か
に
熱
中
す
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。

本
屋
さ
ん
に
行
く
と
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
の
解
消
、
気
が
楽
に
な
る

方
法
と
い
っ
た
本
が
並
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
「
悩
み
に
は
本
当

に
悩
む
べ
き
悩
み
と
、
悩
ま
な
く

て
い
い
悩
み
と
あ
っ
て
、
９
割
以

上
が
悩
む
必
要
が
な
い
悩
み
で

す
」
と
か
、
「
全
て
の
人
に
好
か

れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
１
０

人
い
た
ら
２
人
は
自
分
を
受
け
入

れ
て
く
れ
な
い
と
割
り
切
れ
ば
楽

に
な
り
ま
す
」
と
か
、
「
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
感
情
は
自
分
で
何
と
か
で

き
ま
す
。
例
え
ば
夫
婦
喧
嘩
を
し

て
い
る
最
中
に
親
友
か
ら
電
話
が

あ
っ
た
ら
思
わ
ず
話
し
込
み
、
終

わ
っ
て
か
ら
何
に
怒
っ
て
い
た
か

忘
れ
て
し
ま
う
、
こ
れ
を
自
分
で

行
う
の
で
す
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
「
な
る
ほ
ど
」
と
思

い
ま
す
が
、
な
ん
と
な
く
小
手
先

の
手
法
の
よ
う
な
気
が
し
て
根
本

的
な
解
決
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

か
つ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ビ
ィ

ー
の
「
７
つ
の
習
慣
」
の
中
に
次

の
よ
う
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
そ
こ
混
ん
で
い
る

電
車
の
中
で
兄
弟
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
た
ち
が
騒
い
で
い
て
周
り
は

迷
惑
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

中
に
お
父
さ
ん
と
思
し
き
人
が
い

る
が
注
意
し
な
い
。
そ
こ
で
一
人

の
人
が
そ
の
人
に
声
を
か
け
た
。

「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
た
ち
で
す

か
」
「
は
い
」
「
騒
い
で
い
て
み

な
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
注
意
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
」
そ
の
人
は
言
っ

た
。
「
あ
っ
、
は
い
。
す
み
ま
せ

ん
。
先
ほ
ど
妻
の
お
葬
式
を
終
え

た
ば
か
り
で
ボ
ー
と
し
て
い
ま
し

た
。
」
そ
れ
を
聞
い
た
乗
客
は

皆
、
騒
い
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が

気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

話
で
す
。
「
う
る
さ
い
な
あ
、
何

と
か
し
て
く
れ
よ
」
と
い
う
乗
客

た
ち
の
悩
み
が
、
相
手
の
特
別
な

事
情
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
を
理
解
し

同
情
す
る
こ
と
で
消
え
て
な
く
な

っ
た
の
で
す
。
全
く
同
じ
状
況
で

も
「
子
ど
も
た
ち
の
お
母
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
、
そ
の
こ
と
を
知
ら

ず
に
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
ん

で
い
る
、
か
わ
い
そ
う
に
。
少
し

く
ら
い
騒
が
し
く
て
も
い
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ

り
、
電
車
の
中
に
蔓
延
し
て
い
た

悩
み
や
イ
ラ
イ
ラ
と
い
う
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
気
持
ち
が
許
容
、
優
し

さ
、
愛
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
に
変
化
し
た
の
で
す
。

悩
み
を
解
消
し
よ
う
と
一
人
で

あ
れ
こ
れ
試
す
の
で
は
な
く
、
大

切
な
人
に
悩
み
を
打
ち
明
け
、
心

か
ら
話
を
聞
い
て
も
ら
い
共
に
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て

そ
の
大
切
な
人
に
な
る
こ
と
こ
そ

が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
で
あ
り
、
個

々
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
共
有
し

て
つ
な
が
り
、
社
会
全
体
を
よ
く

し
て
い
く
こ
と
が
、
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ネ
ッ
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
真
の
目
的

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

菅

谷

淳

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事

世
田
谷
区
に
も
認
可
保
育
園
を
新
設

「
保
育
園
ね
が
い
」
７
月
誕
生

喜
び
の
瞬
間
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

保
育
室
を
所
狭
し
と
走
り

回
っ
て
い
る
２
歳
児
の
中
に

は
、
保
護
者
が
お
迎
え
に
来

て
も
ま
だ
遊
び
続
け
よ
う
と

す
る
子
も
い
ま
す
。
ま
た
保

護
者
か
ら
の
連
絡
帳
に
は
、

「
保
育
園
で
遊
ん
だ
様
子
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
」
な
ど

家
庭
で
の
様
子
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

３
歳
と
５
歳
の
幼
児
２
人

は
、
広
い
保
育
室
を
一
人
占

め
し
て
豊
富
な
遊
具
で
思
い

っ
き
り
遊
ん
で
い
ま
す
。
乳

児
の
部
屋
に
も
〝
進
出
〟
し

て
、
小
さ
な
お
友
だ
ち
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、お
世
話
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。７

月
末
に
は
「
ク
ラ
ス
懇

談
会
」
を
開
催
し
、
保
護
者

に
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
伝

え
る
と
共
に
、
今
年
度
の
保

育
目
標
を
お
話
し
し
ま
し

た
。
ま
た
30
日
の
降
園
時
に

は
、
保
護
者
・
園
児
・
保
育

者
が
自
由
に
立
ち
寄
れ
る

「
ホ
ッ
と
す
る
コ
ー
ヒ
ー
屋

さ
ん
」
を
実
施
。
保
護
者
の

子
育
て
の
情
報
を
共
有
す
る

時
間
も
持
ち
ま
し
た
。

８
月
に
は
新
た
に
10
人
の

入
園
が
決
ま
り
、
さ
ら
に
活

気
が
あ
ふ
れ
て
い
き
ま
す
。

園
児
と
保
護
者
に
と
っ
て
心

地
よ
い
居
場
所
と
な
り
た
い

と
願
う
「
保
育
園
ね
が
い
」

は
順
調
に
滑
り
出
し
、
そ
の

「
ね
が
い
」
は
少
し
ず
つ
形

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
工
夫
を
重
ね
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
き
ち
ん

と
見
据
え
て
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
ね
が
い

園
長

高
橋
里
香
）

保
育
園
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園

ね
が
い
」
が
開
園
し
ま
し

た
。



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ( 3 ) 第766号２０１９年８月１０日

ＹＭＣＡの誕生日である6月

6日に、世界中のＹＭＣＡが共

通のアクションをおこす「ワ

ールド・チャレンジ」。175周

年の今年は"Volunteerism(ボ

ランティアイズム)"をテーマ

に、世界120の国と地域にある

ＹＭＣＡが一斉にボランティ

ア活動を実施しました。ペンキ塗り、植木の手入れ、洗車、福

祉施設訪問など各国各様の活動が行なわれた中、東京ＹＭＣＡ

では東陽町センターの学生や子どもたち、近隣企業の社員など

132人が地域の清掃活動「クリーンウォーク」をしたほか、イ

ンターナショナルスクール（ＴＹＩＳ）の生徒たちがホームレ

ス支援のＮＰＯを訪問し食材を寄付しました。

■世界各地で“175分間のボランティア”
「ＹＭＣＡ175周年 ワールド・チャレンジ」に

東京ＹＭＣＡの

会員･関係者や学

生たちが趣味の絵

画などを披露する

「東京ＹＭＣＡ会

員芸術祭」が今年

もまた6月24日～

29日、東陽町セン

ターを会場に開催

され、47人と1グループが計70の作品を出展。今年は水彩画、

油絵、陶芸、手芸作品のほか「シニアＹ･Ｙ･Ｙキャンプ」によ

る3.5メートルの巨大な書画（＝写真上）や、にほんご学院留学

生による写真など、ユニークかつ本格的な作品が並び、訪れた

人たちを楽しませてくれました。会期に先立ち22日に開催され

たオープニングセレモニーでは、菅谷功氏（新槐樹社準委員）

から講評をいただいたほか、「プアマナウクレレバンド（飯山

満ウクレレ同好会）」が陽気な音楽を演奏してくださり、参加

者も一緒に歌うなど、楽しいひと時を過ごしました。

開催に際しては、事前の準備から当日受付まで多くの方が協

力くださったほか、留学生等の出展料として40,000円のご寄付

もいただきました。ありがとうございました。

■会員芸術祭

力作70点、東陽町センターを彩る

水の事故から子どもたち

を守るため、全国のＹＭＣ

Ａは今年も「ウォーターセ

ーフティーキャンペーン」

を開催。東京ＹＭＣＡは6月

16日、山手コミュニティー

センターとウエルネス東陽

町の２か所で、幼児・小学

生とその保護者たちを対象

に着衣泳体験会を行なった

ほか、近隣の小学校で着衣

泳の出前授業をしたり、ハンドブックを配布するなどし、水の

事故から身を守る方法を広く地域に伝えました。

体験会ではまず、事故にあわないようにするための知識を紙

芝居で学び、その後プールに服を着て入り、動きにくさや重

さ、また海藻や波などさまざまな自然要因による歩きにくさな

どを、親子で体験していただきました。また、溺れている人に

浮き具を投げる練習や、水から引き上げることの難しさも体験

しました。最新のハンドブック（全14ページ）は、以下からダ

ウンロードできます。ぜひご活用の上、安全で楽しい夏休みを

お過ごしください。

http://tokyo.ymca.or.jp/wellness/watersafety.html

■水の事故から子どもを守る

ウォーターセーフティーキャンペーン

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
教
室
内

に
不
審
者
が
現
れ
た
ら
ど
う

す
る
か
―
―
。
昨
今
相
次
ぐ

事
件
を
受
け
、
東
陽
町
語
学

教
育
セ
ン
タ
ー
と
ウ
エ
ル
ネ

ス
東
陽
町
の
教
職
員
お
よ
び

バ
ス
運
転
士
な
ど
約
30
人
が

７
月
３
日
、
深
川
警
察
署
に

よ
る
安
全
訓
練
を
受
講
し
、

身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
ど

う
不
審
者
に
対
応
す
る
か

等
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

凶
器
を
持
っ
て
い
る
相
手

と
は
ま
ず
距
離
を
保
つ
こ

と
。
身
近
な
道
具
で
は
最
終

的
に
撃
退
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
時
間
を
稼
い
で

い
る
間
に
子
ど
も
た
ち
を
避

難
さ
せ
、
通
報
す
る
な
ど
、

周
り
に
い
る
人
が
役
割
分
担

を
す
る
こ
と
。
大
き
な
声
を

発
す
る
こ
と
は
、
緊
張
で
固

く
な
っ
た
身
体
を
緩
め
、
相

手
を
威
嚇
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
有
効
で
あ
る
こ
と

等
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
所
内
に
い
つ
も
置
い

て
あ
る
「
さ
す
ま
た
」
の
正

確
な
使
い
方
も
学
び
ま
し
た

が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
実
際

に
使
え
る
よ
う
に
な
る
に
は

定
期
的
に
練
習
を
積
む
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
、

実
際
的
な
動
き
方
を
学
ん
だ

だ
け
で
な
く
、
意
識
も
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
何
も
起
き
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、

日
頃
の
学
び
や
訓
練
は
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
東
陽
町
語
学
教
育
セ
ン
タ

ー

愛
洲
久
美
子
）

毎年サマーキャンプの後で開催される大規

模なファミリーキャンプで、私たち「東京-

フロストバレーパートナーシップ」は1996

年から日本文化の紹介を行なっている。伝統

のあるキャンプで三世代にわたって参加して

いる家族もある。1996年は、フロストバレ

ーＹＭＣＡ内に日本家屋「フレンドシップハ

ウス」が建てられた年だ。１階は「Tatsuo

Honma Culture Sharing Center」と名付

けられ、その名の通り多くの人たちへの日本

文化紹介の場として活用されてきた。現在の

ファミリーキャンプでは、１週間のキャンプ

中に4～6回ほど日本文化のワークショップ

を実施しており、毎回満員御礼で大盛況だ。

これまでに書道、華道、琴、そば打ち、紙漉

きなど多様な日本文化を紹介してきた。

初代ディレクターの本間立夫氏には常々

「本物の日本文化を体験してもらうよう努め

なさい」と教えられてきた。このような文化

紹介のプログラムがフロストバレーをただの

キャンプ場ではなく多様な文化を受け入れる

魅力的な場にしているのだと思う。

また、この文化紹介のもう一つの魅力はボ

ランティアの存在だ。初期の頃から、常に大

人のボランティアの皆さんがこのプログラム

を支えてくださっている。プログラム前には

掃除をし、講師と打ち合わせや練習を重ね、

本番では通訳などもしてプログラムがスムー

ズに進むようきめ細やかな配慮をしてくださ

る。彼女たちの存在は「日本らしさ」とは何

なのかを改めて教えてくれる。フレンドシッ

プハウスに入るだけで、しゃんとする気持ち

の良い空気が流れているのは、こうした小さ

なことを大切にしてきた皆さんの存在が大き

いように思う。

今年は、新潟県在住の三味線奏者・小林史

佳さんが演奏と指導の両方をしてくださる。

小林さんは10月にカーネギーホールでのコ

ンサートが控えており、すでに多くのアメリ

カ人参加者が楽しみにしている。

「日本文化を紹介したい」「指導したい」と

いう方はいつでもご連絡ください。詳細はパ

ートナーシップオフィスまで。

tokyopr@frostvalley.org

（在ＮＹ フロストバレーパートナーシップ

池田麻梨子）

東
陽
町
セ
ン
タ
ー
教
職
員
が

安
全
訓
練

不
審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

平
良
愛
香
牧
師
が
講
演

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
学
ぶ

戦
前
か
ら
開
催
し
て
い
る

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
月
例
講
演

会
「
午
餐
会
（
ご
さ
ん
か

い
）
」
で
6
月
17
日
、
自
ら

「
ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛

者
）
」
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
牧
師
に
な

っ
た
平
良
愛
香
さ
ん
（
日
本

基
督
教
団
川
和
教
会
）
を
講

師
に
招
き
、
『
性
の
豊
か
さ

を
め
ぐ
っ
て
』
を
テ
ー
マ
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

平
良
さ
ん
は
「
同
性
愛

は
、
性
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
人
権
の
問
題
」
と
し
、
人

権
を
守
り
差
別
を
な
く
す
た

め
に
は
「
最
低
限
の
知
識
と

想
像
力
」
が
必
要
だ
と
指

摘
。
誤
っ
た
知
識
や
言
葉
で

相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
、
会
場
で
「
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

の
用
語
集
」
を
配
布
す
る
と

共
に
、
言
葉
は
使
い
方
に
よ

っ
て
差
別
語
に
変
化
す
る
こ

と
や
、
当
事
者
が
そ
こ
に
い

な
い
前
提
で
語
ら
れ
る
会
話

の
心
無
さ
に
も
触
れ
、
想
像

力
の
大
切
さ
に
も
言
及
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
「
想
像
力
」
を
働
か

せ
る
に
は
当
事
者
の
声
を
聴

く
こ
と
が
有
効
だ
と
、
自
身

の
経
験
を
紹
介
。
長
年
に
わ

た
り
自
分
は
異
常
だ
、
不
良

品
だ
、
嫌
わ
れ
者
だ
と
思
い

な
が
ら
生
き
て
き
た
こ
と

や
、
命
が
け
で
隠
し
て
き
た

こ
と
。
そ
の
後
、
段
階
を
ふ

み
な
が
ら
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
、
同
性
愛
者
の
人
権
の
た

め
、
ま
た
孤
立
し
た
同
性
愛

者
に
エ
ー
ル
を
送
る
た
め
、

さ
ら
に
は
性
の
多
様
さ
を
伝

え
る
た
め
に
、
果
敢
に
活
動

す
る
に
至
っ
た
半
生
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
生
産
性
や
効
率

だ
け
を
求
め
る
社
会
は
線
引

き
を
生
み
、
排
除
が
起
き
る

と
訴
え
、
講
演
の
最
後
に

は
、
性
的
少
数
者
の
解
放
・

共
生
を
表
す「
レ
イ
ン
ボ
ー
・

フ
ラ
ッ
グ
」
を
掲
げ
、
人
間

の
多
様
性
の
豊
か
さ
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。
（
広
報
室
）

第728回
午餐会


